
• 平成27年4月21日に「中部圏インフラ用ロボットコンソーシアム（代表：名城大学福田教授）」を設立、第１回会
議を開催。 

• 会議には、学識者・公募会員等１００者超が参加、産・学・官の各分野からインフラ用ロボットの状況を発表。 
• 今後は、会員への情報共有・情報交換の場の提供、インフラ用ロボットのデモ実施について検討を実施。 

官 産 

学 

情報交換 
交流促進 
現場検証 
共同開発 
技術導入 

○ニーズ（施設管理者等） 
  

こんなロボットがほしい！！ 
   

・社会資本ストックの老朽化 
・人材不足 
・安全に点検したい 
・ロボットって何？ 
  

国土交通省、地方自治体、 
      点検企業、建設企業等 

○シーズ（開発者） 
  

こんなロボット作れます！ 
  

・求められているものは何？ 
・最新技術を評価してほしい 
・ロボットを売りたい！！ 
  

ロボット開発企業、研究機関 
            点検企業等 

 
  

技術を評価・助言、人材育成 
  

・もっとこうすればいいロボットができる！！ 
・ロボット技術者を育てたい！！ 
 
大学・研究機関等 
 

○客観評価・育成（大学等） 

第１回会議 H27.4.21（火） 
 
１ 次世代社会インフラ用ロボット開発・導入の推進 

    （国土交通省 公共事業企画調整課 増課長補佐） 

 
２ 次世代ロボットの研究開発状況 

   （名城大学理工学部  福田教授） 

 
３ 次世代インフラロボットのシーズ 
  ①無人飛行ロボットを活用した取り組み事例 

    （キャリオ技研（株）） 

  ②コマツスマートコンストラクション 
    （コマツレンタル㈱） 

  ③空中放射音波による遠距離非破壊検査技術 
    （佐藤工業（株）） 
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こんなロボット作れます！

・求められているものは何？
・最新技術を評価してほしい
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○ニーズ
（施設管理者等）

○シーズ（開発者）

○客観評価・育成
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○本コンソーシアムのイメージ 
＜設立目的＞ 

 インフラ維持管理の効率化・高度化、災害時の被災状況の把握や応
急対策の迅速化を図ることを目的 

 ロボット機械産業と建設産業との交流支援やロボットに関する情報共
有が図れる場を提供 

八鍬中部地方整備局長 

会議 
風景 

○今後の予定 

 建設分野でのロボット活用を推進するため、会員相互の情
報共有を進めるとともに、有効なＷＧを立上げ、年度内に次
回会議を開催 

中部圏インフラ用ロボットコンソーシアムを設立 

福田名城大学教授 
（本コンソーシアム代表） 

 挨拶 


